
                            

     
                           

 

六
月
四
日
、
第
十
一
回
「
お
田
植
え
感

謝
の
夕
べ
」
～
灯
そ
う
千
枚
田
～
を
保
存

会
主
催
・
連
谷
公
民
館
、
区
民
共
催
・
ふ

る
さ
と
指
導
員
協
力
で
開
催
し
た
。 

 

こ
の
催
し
は
昨
年
ま
で
連
谷
お
助
け

隊
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
十

年
を
ひ
と
区
切
り
、
そ
の
、
功
績
を
無
に

す
る
こ
と
は
偲
び
難
く
、
保
存
会
が
引
き

継
ぐ
事
と
な
っ
た
。 

 

七
時
開
演 

開
催
に
あ
た
り
会
長
は

現
在
、
全
国
あ
ち
こ
ち
の
棚
田
で
キ
ャ
ン

ド
ル
流
行
り
で
あ
る
が
連
谷
お
助
け
隊

は
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
翌
年(

平
成
十
八
年)

か
ら
毎
年
実
施
し
て
き
て
お
り
、
全
国
の

棚
田
の
灯
火
の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る
。
ま
た
、

入
梅
に
も
拘
わ
ら
ず
、
勢
い
で
一
回
も
雨

を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
こ
と
も
郷
土
愛
、

信
念
の
賜
物
と
評
価
す
る
。
そ
の
、
栄
え

あ
る
歴
史
を
継
承
す
る
こ
と
に
は
大
き

な
意
義
が
あ
る
。
ま
し
て
や
地
域
の
核
で

あ
る
連
谷
小
学
校
も
閉
校
に
な
り
、
拠
り

ど
こ
ろ
が
失
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
拠
り

ど
こ
ろ
と
し
て
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
中

核
に
保
存
会
、
連
谷
公
民
館
、
地
域
の
皆

さ
ん
共
々
、
本
日
開
催
の
「
お
田
植
え
感

謝
の
夕
べ
」
～
灯
そ
う
千
枚
田
～
を
試
行

的
に
開
催
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
ゆ
っ
た

り
、
ほ
っ
と
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
来

年
も
、
再
来
年
も
続
け
て
い
け
た
ら
幸
い

と
、
挨
拶
し
た
。 

 

こ
の
、
催
し
に
国
会
議
員
の
鈴
木
克
昌

様
、
今
枝
宗
一
郎
様
、
新
城
市
長
穂
積
亮

次
様
、
孝
子
夫
人
、
新
城
市
議
会
議
長
下

江
洋
行
様
、
地
元
市
議
会
議
員
柴
田
賢
冶

郎
様
方
々
に
は
訪
れ
る
順
に
挨
拶
を
頂

い
た
。
ど
の
先
生
方
も
千
枚
田
を
守
る
姿

勢
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
、
異

口
同
音
に
「
何
で
も
相
談
に
の
る
」
と
断

言
し
て
い
た
だ
い
た
。 

・
・
・
何
で
も
相
談
に
乗
る
・
・
と
急
に

言
わ
れ
て
も
お
願
い
で
き
な
い
の
が
田

舎
者
の
我
々
で
も
あ
る
。 

会
場
で
は
名
古
屋
を
活
動
拠
点
と
す

る
ギ
タ
ー
奏
者
「
紫
月
」
さ
ん
の
特
別
演

奏
が
催
し
に
華
を
そ
え
た
。 

 

公
民
館
役
員
が
丹
精
込
め
た
焼
肉
、
焼

き
そ
ば
、
ま
た
、
超
人
気
の
猪
肉
の
串
焼

き
は
大
好
評
で
あ
っ
た
。
棚
田
っ
娘
の
自

慢
の
五
平
餅
も
完
売
。
保
存
会
の
大
は
そ

り
三
杯
の
シ
シ
汁
も
大
好
評
で
あ
っ
た
。 

 

段
々
田
ん
ぼ
の
作
業
道(

景
観
道)

に
幻

想
的
に
灯
る
千
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
光
と

天
空
を
華
ど
る
打
ち
上
げ
花
火
、
田
ん
ぼ

を
飛
び
か
う
ホ
タ
ル
の
演
出
に
は
三
百

人
を
超
す
参
加
者
の
誰
し
も
感
動
、
安
堵

感
を
得
た
こ
と
と
思
っ
て
や
ま
な
い
。 

 

終
演
に
あ
た
り
原
田
英
寿
連
谷
公
民

館
長
は
こ
の
催
し
が
地
域
一
体
と
な
り

盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
喜
び
、
公
民
館

活
動
、
地
域
活
性
に
繋
が
る
催
し
に
な
る

こ
と
を
願
う
思
い
で
結
ん
だ
。 

 

今
年
も
、
閉
会
と
同
時
に
待
ち
か
ね
た

よ
う
に
雨
が
降
り
、
沿
道
に
並
ぶ
ロ
ウ
ソ

ク
の
灯
か
り
を
見
事
に
消
し
て
く
れ
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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四
谷
の
千
枚
田
で
代
か
き
・
田
植
え 

 
連
谷
小
が
今
ま
で
作
っ
て
い
た
田
ん

ぼ
は
本
年
度
か
ら
統
合
し
た
鳳
来
寺
小

の
五
年
生
が
担
当
す
る
。 

 

五
月
十
三
日
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
「
代
か
き
」
を
行
い
、
五
月
十
七
日
、

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
田
植
え
に
出
か
け

ま
し
た
。
小
山
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
等

間
隔
に
て
い
ね
い
に
苗
を
植
え
て
い
き

ま
し
た
。
三
枚
の
田
に
植
え
た
苗
の
生
長

が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
千
枚
田
へ

出
か
け
て
い
き
ま
す
。(

山
百
合
よ
り) 

              

こ
の
日
は
東
海
テ
レ
ビ
「
ス
イ
ッ
チ
」

の
生
放
送
が
あ
り
、
「
僕
た
ち
も
出
ち
ゃ

っ
た
ん
だ
」
と
自
慢
げ
で
あ
っ
た
。 

中
部
小
野
外
学
習 

 

五
月
二
十
五
日
、
市
立
中
部
小
五
年
生

四
十
名
は
恒
例
に
な
っ
た
四
谷
の
千
枚

田
で
自
然
観
察
、
歴
史
、
文
化
を
学
ん
だ
。 

 

子
供
た
ち
は
棚
田
を
見
る
な
り
、
ス
ッ

ゲ
ェ
～
と
感
嘆
の
声
を
あ
げ
た
。 

 

田
ん
ぼ
に
は
自
然
再
生
を
計
っ
た
ヤ

マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や

イ
モ
リ
の
多
さ
に
大
は
し
ゃ
ぎ
、
千
五
百

万
年
前
は
設
楽
海
と
い
う
海
で
あ
っ
た

こ
と
や
十
王
堂
伝
説
の
説
明
に
興
味

深
々
で
あ
っ
た
。 

野
外
学
習
会 

六
月
五
日
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物

館
主
催
「
四
谷
の
千
枚
田
で
生
き
物
を
観

察
し
よ
う
」
が
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
観
察
会
に
は
連
谷
小
学
校
に
も

赴
任
さ
れ
て
い
た
水
谷
英
夫
先
生
と(

舜)

を
講
師
に
四
十
名
が
参
加
し
た
。 

 

千
枚
田
は
、
鞍
掛
山
か
ら
湧
き
出
す
水

を
水
源
と
し
、
そ
の
湧
き
水
に
は
昆
虫
や

そ
れ
を
餌
に
す
る
両
生
類
、
爬
虫
類
、
鳥

類
が
集
ま
る
。
今
回
の
学
習
会
で
は
千
枚

田
に
移
植
、
自
然
再
生
さ
れ
た
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
の
卵
塊
や
多
様
性
に
富
ん
だ
生

き
物
が
多
く
観
察
さ
れ
た
。 

エ
コ
ツ
ア
ー 

 

六
月
十
日
、
エ
コ
ネ
ッ
ト
安
城
の
会
員 

は
自
然
環
境
活
動
、
勉
学
の
一
環
と
し
て

河
川
部
会
の
メ
ン
バ
ー
二
十
二
名
が
千

枚
田
を
視
察
。
自
然
再
生
さ
れ
た
田
ん
ぼ

の
生
き
物
の
多
さ
と
、
そ
の
波
及
効
果
等

(

自
然
の
摂
理)

を
学
ぶ
事
が
出
来
た
。
と

大
変
喜
ば
れ
た
。 

景
観
・
環
境
整
備 

保
存
会
は
春
と
秋
の
二
回
、
千
枚
田
入

口
付
近
と
ふ
れ
あ
い
広
場
の
草
刈
り
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
「
灯
そ
う
千

枚
田
」
を
視
野
に
五
月
二
十
九
日
に
実
施

し
た
。 

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
「
山
の
湊
号
」 

 

新
東
名
高
速
道
路
の
新
城
Ｉ
Ｃ
開
設

を
機
に
新
城
市
は
七
月
一
日
か
ら
豊
鉄

バ
ス
に
委
託
し
、
新
城
駅
南
口
～
長
久
手

古
戦
場
駅
ま
で
一
時
間
三
十
分
を
平
日

三
往
復
、
土
・
日
二
往
復
す
る
。
こ
の
、

「
山
の
湊
号
」
に
は
千
枚
田
の
実
り
の
秋

が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
る
。 

行 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日 
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